
用宗漁港と富士山

検
察
庁
と
再
犯
防
止
・
社
会
復
帰
支
援

静
岡
地
方
検
察
庁
検
事
正

　
山
　
田
　
英
　
夫

　
皆
様
方
に
は
、
平
素
か
ら
、
静
岡
県
に
お
け
る
更
生
保
護
活
動
に
ご
尽
力
い
た
だ

い
て
お
り
、
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
は
、
令
和
五
年
七
月
に
静
岡
地
方
検
察
庁
検
事
正
を
拝
命
し
ま
し
た
が
、
日
本

初
の
更
生
保
護
施
設
が
設
立
さ
れ
た
こ
こ
静
岡
県
で
、
皆
様
方
と
手
を
携
え
な
が
ら

罪
を
犯
し
た
者
の
再
犯
防
止
と
改
善
更
生
を
図
り
、
治
安
を
守
る
職
務
に
従
事
で
き

る
こ
と
を
光
栄
に
思
っ
て
い
ま
す
。

　
私
が
任
官
し
た
平
成
五
年
当
時
、
検
察
の
現
場
で
は
、
再
犯
防
止
や
社
会
復
帰
支

援
の
重
要
性
は
認
識
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
検
察
庁
と
し
て
組
織
的
に
対
応
す
る
と

い
う
発
想
は
な
く
、
再
犯
防
止
等
は
、
個
々
の
検
察
官
が
個
別
に
配
慮
す
る
だ
け
で

あ
っ
た
と
い
う
記
憶
で
す
。

　
そ
の
後
、
犯
罪
情
勢
が
悪
化
す
る
中
、
刑
事
司
法
は
、
有
罪
宣
告
で
終
わ
る
の
で

は
な
く
、
犯
罪
者
に
つ
い
て
、
社
会
復
帰
の
た
め
の
処
遇
を
行
っ
て
再
犯
を
防
止
し
、

治
安
の
維
持
を
図
る
こ
と
も
、
そ
の
重
要
な
役
割
で
あ
る
と
改
め
て
認
識
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
検
察
庁
で
も
、
犯
罪
被
害
者
等
の
保
護
等
と
と
も
に
、
再
犯
防
止
や
社
会
復
帰
支

援
に
関
す
る
意
識
も
高
ま
り
、
平
成
二
十
三
年
九
月
、
検
察
職
員
の
基
本
的
な
心
構

え
を
示
す
「
検
察
の
理
念
」
策
定
の
際
、「
関
係
機
関
と
も
連
携
し
、
犯
罪
の
防
止

や
罪
を
犯
し
た
者
の
更
生
等
の
刑
事
政
策
の
目
的
に
寄
与
す
る
。」（
第
八
項
）
と
明

記
し
、
組
織
的
に
再
犯
防
止
等
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
静
岡
地
方
検
察
庁
で
も
、
平
成
二
十
五
年
か
ら
再
犯
防
止
調
整
の
担
当
者
を
配
置

し
て
社
会
復
帰
支
援
を
開
始
し
、
平
成
二
十
七
年
か
ら
は
社
会
福
祉
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
し
て
社
会
福
祉
士
を
配
置
し
、
現
在
ま
で
数
多
く
の
支
援
等
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
以
前
に
比
べ
、
新
聞
の
紙
面
等
で
「
再
犯
防
止
」
の
文
字
を
目
に
す
る
機
会
も
増

え
ま
し
た
が
、
更
生
保
護
は
、
安
全
・
安
心
な
地
域
社
会
を
構
築
す
る
上
で
不
可
欠

な
取
組
で
あ
り
、
今
後
、
県
民
へ
の
更
な
る
理
解
が
進
む
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

　
私
ど
も
と
し
て
も
、
皆
様
方
と
と
も
に
、
再
犯
防
止
及
び
社
会
復
帰
支
援
の
た
め

で
き
る
限
り
の
こ
と
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
、
引
き
続
き
の
ご
支
援
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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保
護
司
の
異
動
（
敬
称
略
）

死
　
　
亡

（
一
月
十
五
日
）

　
（
北
　
　
　
駿
）
　
米
　
山
　
博
　
幾

（
一
月
二
十
三
日
）

　
（
藤
　
　
　
枝
）
　
小
　
林
　
和
　
彦

（
二
月
二
日
）

　
（
浜
松
市
浜
名
）
　
外
　
狩
　
正
　
典

退
　
　
任

（
二
月
二
十
九
日
）

　
（
伊

豆

中

央
）
　
坂
　
本
　
　
　
哲

　
（
静

岡

市

葵
）
　
四
　
條
　
美
　
帆

（
三
月
三
十
一
日
）

　
（
三
　
　
　
島
）
　
海
　
野
　
　
　
貴

　
（
三
　
　
　
島
）
　
石
　
井
　
広
　
美

　
（
沼
　
　
　
津
）
　
星
　
谷
　
盛
　
安

　
（
南
　
磐
　
田
）
　
太
　
田
　
啓
　
子

　
（
南
　
磐
　
田
）
　
水
　
谷
　
尚
　
禎

お
詫
び
と
訂
正

　
第
五
五
二
号
（
令
和
六
年
一
月
一
日
発

行
）
八
頁
の
「
春
の
叙
勲
・
褒
章
」
に
つ

い
て
で
す
が
、
正
し
く
は
「
秋
の
叙
勲
・

褒
章
」
で
す
。
深
く
お
詫
び
し
て
訂
正
し

ま
す
。

静岡保護観察所職員人事異動

内部異動（令和6年4月1日付け）

転出（令和6年4月1日付け）

転　　出　　先氏　　名（現）

異　　動　　元氏　　名（新）

宇都宮保護観察所企画調整課長

横浜保護観察所統括保護観察官

東京保護観察所統括保護観察官

東京保護観察所統括社会復帰調整官

神戸保護観察所統括保護観察官

前橋保護観察所保護観察官

水戸保護観察所保護観察官

新潟保護観察所社会復帰調整官

関東地方更生保護委員会会計課事務官

退職（３月 31 日付け）

再任用満了

大　宮　　　巧

野　村　祥　平

大　倉　雄　平

平　川　孝　昭

市　場　徳　志

鈴　木　勇　治

里　見　　　菫

菊　地　大　仁

飯　澤　早　紀

盛　山　綱　生

齋　藤　暁　子

統括保護観察官　

統括社会復帰調整官

主任保護観察官

上席社会復帰調整官

保護観察官（浜松）

庶務係長

保護観察官

社会復帰調整官

庶務係事務官

会計係長

保護観察官（浜松）

転　　入　　元氏　　名（新）

転入・新規採用等（令和6年4月1日付け）

新潟保護観察所統括保護観察官

前橋保護観察所統括社会復帰調整官

東京保護観察所保護観察官

関東地方更生保護委員会会計課保護観察官

さいたま保護観察所保護観察官

赤城少年院法務教官

新潟保護観察所保護観察官

横浜保護観察所法務事務官

名古屋保護観察所首席社会復帰調整官

新規採用

新規採用（５月１日付け）

石　原　久　司

小野田　卓　章

笠　原　修　猛

大　岩　　　友

古　田　崇寿佳

岩　木　賢　一

和　田　美　祈

石　井　菜々子

栗　田　俊　之

藤　巻　裕太郎

島　田　里　美

統括保護観察官

統括社会復帰調整官

庶務係長

会計係長

保護観察官

保護観察官（浜松）

保護観察官（浜松）

保護観察官

社会復帰調整官

庶務係事務官

社会復帰調整官

統括保護観察官近　藤　大　介首席保護観察官
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